
          
 
 
 

 
 

 
 

    

南
橘
地
区
地
域
づ
く
り
推
進

南
橘
地
区
地
域
づ
く
り
推
進
協

議
会
は
、
今
年
度
も
『
南
橘
地
区

地
域
づ
く
り
宣
言
』
を
採
択
し
、 

 

「
人
と
環
境
に
優
し
い
南
橘
地

区
を
目
指
し
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
参
加
で
き
る
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

福
祉
部
会
の
活
動
で
は
、
『
ふ

れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
』
を
全

て
の
町
で
立
ち
上
げ
、
町
ご
と
に

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
活
動
を

行
い
ま
し
た
。 

   

特
に
今
年
度
は
、
環
境
省
の
平

成
二
十
一
年
度
温
暖
化
対
策
事

業
、
一
村
一
品
知
恵
の
環
づ
く
り

『
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
大
作
戦
』
に

お
い
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
優

秀
賞
を
受
賞
す
る
と
と
も
に
、
今

年
度
は
群
馬
県
代
表
と
し
て
、
全

国
大
会
へ
出
場
い
た
し
ま
し
た
。 

 
さ
ら
に
、
第
三
回
『
ま
え
ば
し

水
と
緑
の
環
境
賞
』
の
環
境
改
善

分
野
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
団
体
部
門

で
も
『
大
賞
』
を
受
賞
。 

 

今
後
と
も
、
魅
力
あ
る
南
橘
地

区
を
目
指
し
、
活
動
を
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
と
ご
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

上
記
の
『
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
大

作
戦
』
全
国
大
会
が
二
月
十
三
日
、

十
四
日
の
二
日
間
に
亘
っ
て
、
東

京
の
ニ
ュ
ー
ピ
ア
ホ
ー
ル
お
よ

び
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
芝
弥
生

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

十
三
日
の
発
表
会
で
は
、
メ
イ

ン
テ
ー
マ
『
地
域
の
力
と
継
続
で

取
組
む
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
大
作
戦
』 

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
『
南
橘
地
区
十

四
町
、
四
万
一
千
人
の
ま
ち
づ
く

り
』
で
、
取
り
組
み
を

発
表
。 

         

衣
類
リ
フ
ォ
ー
ム
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、

田
口
菜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

赤
城
白
川
、
橘
山
の
環

境
整
備
な
ど
を
中
学
生

も
交
え
た
幅
広
い
世
代

間
交
流
に
溢
れ
た
内
容
で
ア
ピ

ー
ル
。
制
限
時
間
四
分
間
で
見
事

に
終
了
。
み
な
さ
ん
リ
ハ
ー
サ
ル

ど
お
り
の
熱
演
で
し
た
。
盛
大
な

応
援
団
？
が
見
守
る
な
か
、
全
国

に
前
橋
、
南
橘
を
力
強
く
ア
ピ
ー

ル
で
き
ま
し
た
。 

         

 

十
四
日
の
午
前
中
の
交
流
会

の
後
、
午
後
の
表
彰
式
で
『
優
秀

賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

環境にやさしい南橘地域に 
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地
域
づ
く
り
で
人
と
環
境
に
優
し
い
南
橘
地
区
に
！ 

 
 

 

南
橘
地
区
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会 

会
長 

角
田
雄
二 

  

群馬県代表を喜ぶ関係者のみなさん 

環境副大臣と角田会長 

マイクなしの声に拍手が盛大に！ 明治天皇ゆかりの田口菜紹介 



    

十
一
月
十
四
日
に
、
桂
萱
地
区

地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
メ

ン
バ
ー
十
四
名
が
、
南
橘
地
区
地

域
づ
く
り
推
進
協
議
会
に
視
察

研
修
と
し
て
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
地
域
づ
く
り
推
進
協

議
会
長
を
始
め
役
員
お
よ
び
五

部
会
長
、
市
政
策
課
、
南
橘
公
民

館
長
等
で
対
応
し
、
推
進
協
議
会

設
立
か
ら
現
在
の
活
動
状
況
ま

で
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
、
質
疑
応
答
を

行
い
ま
し
た
。 

 

 

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
両
地
域

づ
く
り
協
議
会
が
相
互
に
協
力

し
合
う
こ
と
を
確
認
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。 

 

◇ 

第
三
回
赤
城
白
川
ま
つ
り 

五
月
十
七
日
（
日
）
「
第
二
十

五
回
南
橘
地
区
の
び
ゆ
く
こ
ど

も
の
つ
ど
い
」
が
細
井
小
を
会
場

に
開
催
さ
れ
る
な
か
、
赤
城
白
川

ま
つ
り
も
合
同
で
開
催
。 

あ
い
に
く
の
雨
で
規
模
縮
小
。

平
成
二
十
二
年
度
は
『
四
月
二
十

九
日
（
祝
）
』
に
単
独
開
催
す
る

予
定
で
す
。 

◇ 

橘
山
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
植
樹
二
周

年
記
念
「植
樹
者
の
集
い
」 

 

十
一
月
二
十
二
日
（
日
）
開
催
。 

 

草
刈
り
と
施
肥
を
行
い
ま
し

た
。
南
橘
中
学
校
も
課
外
授
業
で

協
力
。
巣
箱
の
清
掃
、
修
理
と
再

設
置
や
伐
採
し
た
枝
の
整
理
を

行
い
ま
し
た
。 

 

摘
み
菜
、
花
の
鑑
賞
も
楽
し
め

ま
す
。
今
年
は
サ
ク
ラ
も
咲
き
始

め
る
で
し
ょ
う
。
散
策
に
ど
う
ぞ
。 

  

◇ 

花
い
っ
ぱ
い
運
動 

 

平
成
二
十
一
年
度
の
コ
ン
ク

ー
ル
審
査
結
果
。 

◎
優
秀
賞 

下
小
出
町
、
荒
牧
町 

◎
優
良
賞 
四
町 

◎
特
別
賞 
三
町
、
努
力
賞
五
町 

◇ 

田
口
菜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 
 

 

◎
四
月 

取
り
組
み
がN

H
K

総

合
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。 

◎
六
月 

田
口
菜
の
刈
り
取
り

お
よ
び
種
の
採
取
作
業
。 

◎
八
月 

乾
燥
し
た
田
口
菜
種

の
油
加
工
を
依
頼(

二
百
五
十
㎏) 

◎
十
月 

田
口
菜
油
三
百
八
十

七
本
（
二
百
七
十
ｃ
ｃ
）
完
成 

◎
十
一
月 

南
橘
地
区
文
化
祭

で
三
百
本
販
売
し
ま
し
た
。 

    

◇ 

廃
食
用
油
の
回
収 

 

平
成
二
十
一
年
度
は
千
六
百

㍑
が
回
収
で
き
ま
し
た
。 

 

来
年
度
も
引
き
続
き
継
続
。 

リ
サ
イ
ク
ル
庫
の
設
置
も
七
町

で
実
施
済
み
。
こ
れ
を
全
町
に
拡

げ
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

◇ 

衣
料
等
無
料
頒
布
会 

 

十
一
月
開
催
の
南
橘
地
区
文

化
祭
に
お
い
て
二
日
目
に
実
施

し
ま
し
た
。
不
要
と
な
っ
た
衣
料
、

本
な
ど
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

   

「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
も
南
橘
地
区
十
四
町
全
て
で

開
催
が
実
現
し
ま
し
た
。  

 
 

桂
萱
地
区
と
の
地
域
づ
く
り 

 
 

交
流
会
を
開
催 

自
然
環
境
部
会 

花
・緑
い
っ
ぱ
い
部
会 

ご
み
減
量
・ 

リ
サ
イ
ク
ル
部
会 

服も新しい人に再活用 

福
祉
部
会 

みんなでリース作り 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

◎
ま
え
り
あ
文
化
祭
に

上
川
淵
地
区
、
清
里
地

区
と
合
同
で
出
展
し
ま

し
た
。 

お互いの活動報告と質疑応答 

河川敷の田口菜もきれいです 

ヤマザクラ周辺に植えた田口菜 
コンクール審査風景 


